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■ 日本産全種，6科389種を収録 ………………… 一国産全種を網羅した，世界初の写真図鑑

■ 環境調査に必須 …………………… 植物の種子生産に重要な役割を果たすハナバチの同定が可能に

■ 同定ポイントを拡大写真で解説 ……………… 類似種の相違点を拡大写真で確認して識別できる

■ 訪花先の植物を記載 ………………………………………… 生物間相互作用の研究から農業利用まで
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382 ミツバチ科 Apidae　フトハナバチ属 Amegilla  ミツバチ科 Apidae　コシブトハナバチ属 Anthophora 383

Amegilla (Zonamegilla) dulcifera （Cockerell, 1926）
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Anthophora (Anthophora) plumipes（Pallas, 1772）
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アオスジフトハナバチ
【体長】♀：13～15 mm

♂：10～12 mm

【発生期等】♀♂：5～11月
【訪花植物】オオハマボウ，クサトベラ，センナ，
タイワンレンギョウ，メヒルギ，ムクゲ等

【分布】日本（奄美諸島～八重山諸島）

♀では，頭盾より上の頭部と胸部背面の毛は
主に黄褐色で，黒色の毛が混生する。頭盾と
その周辺部には疎らな黒毛だけが生える。腹
部第 1～4背板後端に青緑色の金属光沢のある
完全な毛帯があり，第 1背板の淡黄色の立毛

は，垂直部と側面部でやや密で，それ以外で
は疎ら。第 5背板はビロード状の黒色毛で覆
われ，側面には白毛がある。後脚基付節の毛
は外面は黒色で，内側は白色。触角柄節の外
面は黄色。♂の体毛のパターンは♀に似るが，
♂には第 5背板にも青緑色毛帯がある。♂の
触角第 1鞭節は，第 2と 3鞭節の合計より明
瞭に短い（第 1：第 2＋ 3＝ 1：1.4）。学名は A. 

senahaiが使われることがある。また，宮古諸
島，多良間諸島，八重山諸島の個体群は顔の
毛がより黄色を帯びることと，腹部背板の毛
帯がより緑色を帯びることなどによって亜種
subflavescensとされることもある。

ケブカコシブトハナバチ
【体長】♀：約 15 mm

♂：13～14 mm

【発生期等】♀♂：4～6月
【訪花植物】アブラナ，ナツグミ，ハコネウツギ，
ムラサキケマン，レンゲ等

【分布】日本（本州，四国，九州）；旧北区

顔は黒褐色の毛で覆われる。中胸盾板は淡褐
色の毛を密生し，黒褐色の毛を混生する。腹
部も淡褐色の長立毛を密生し，腹部第 1～3

背板の後端に長伏毛による不明瞭な毛帯があ
る。♂では顔は淡褐色に覆われ，黒褐色の毛
が疎らに混生する。腹部背板後端には毛帯は
ない。

①♀全形側面 ②♂全形側面 ③♀頭部 ④♂頭部  
⑤♀腹部背板 ⑥♂腹部背板 ⑦訪花中の♀（撮影／村尾竜起）

①♀全形側面 ②♂全形側面 ③♀頭部 ④♂頭部  
⑤♀腹部背板 ⑥♂腹部背板 ⑦レンゲに訪花する♀（撮影／村尾裕美）
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シロアシクサレダマバチ【体長】♀：10～11mm ♂：8.5～10mm【発生期】♀：7月～8月，♂：7月
【分布】日本 （北海道，本州：東北，関東，中国）
【訪花植物】チダケサシ，オオイタドリ，オカトラ
ノオ，クサレダマ，ヌマトラノオ，オオハンゴ
ンソウ等

♀♂とも体は黒色で，光沢はやや強い。頭部
はやや幅広い。頭胸部は点刻が密。前伸腹節
の三角域は横走する皺がある。腹部第 1～2
背板はわずかに微小点刻があるが，一見ほぼ
平滑。♀の後脚脛節の毛はやや黄色がかった
白色で，その内面の毛も同色。後脚基付節は
黒褐色の毛がある。♂の頭頂後縁は後頭部へ
向かって緩やかに傾斜する。頭盾上区，頭盾
の下半分，複眼内縁部の下部，脛節外面基部，
後脚腿節の末端部，脛節の基部と末端部には
黄斑がある。腹部第 3～5腹板後縁には，ツ
ヤクサレダマバチのような直立した毛を欠く。

エゾケアシハナバチ【体長】♀：12～13mm ♂：9～11mm【発生期】♀♂：8月【分布】日本 （北海道，本州：関東，北陸）；極東
ロシア，モンゴル，中国，朝鮮半島

【訪花植物】ヤマハギ等

♀♂とも前伸腹節の三角域は不規則に皺付け
られる。♀の頭盾はほぼ平坦。中胸盾板の点
刻は，全域にかけて密だが，中央部で周囲よ
りも疎らになる。脚は黒色で，後脚脛節の刷
毛は，ヤマトケアシハナバチに比べより密で，
ほぼ直線状の毛からなる。腹部第 2～4背板
の後縁は，白色縁毛があるが，ヤマトケアシ
ハナバチに比べより細く，やや不明瞭。♂の鞭
節第 1節は長さと幅がほぼ同じ。後脚腿節下
部の毛（ ）は，ヤマトケアシハナバチより
も長い。

226 ケアシハナバチ科Melittidaeクサレダマバチ属Macropis

 
ケアシハナバチ科Melittidaeケアシハナバチ属Melitta 227

Macropis (Macropis) tibialis Yasumatsu et Hirashima, 1956
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⑦①♀全形側面 
②♂全形側面 

③♀頭部 
④♂頭部 

⑤♂頭頂後縁 
⑥♀前伸腹節 

⑦♂腹部背板 
⑧♂腹部腹板の毛

Melitta (Cilissa) ezoana Yasumatsu et Hirashima, 1956
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①♀全形側面 
②♂全形側面 

③♀頭部 
④♂頭部 

⑤♀前伸腹節 
⑥♂後脚腿節下面の毛 ⑦♀腹部背板
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40 ヒメハナ
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バチ属 Andrena
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15. 前伸腹節三
角域外面と中

胸前腹板に明
瞭な点刻があ

る（箝）；頭
頂後縁部が幅

広い
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………………

………………
………………

………………
………………
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- 前伸腹節三
角域外面と中

胸前腹板に点
刻がないか不

明瞭（箘）；
頭頂後縁部は

狭い
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………………

………………
………………

………………
………………

… 17

16. 顔孔が幅広
い（箟）；前

伸腹節三角域
は外側に大き

くふくらむ；
［前伸腹節花

粉籠の

毛は疎らで，
脛節刷毛は密

］ …………
………………

………………
………Calomelis

sa

- 顔孔が狭い
（箍）；前伸

腹節三角域は
外側にふくら

むことはない
 …… Oreomelis

sa

17. 腹部は短く
卵形で密な市

松模様と点刻
がある；頭盾

は平坦（箜）
；［上唇突起

が短く

四辺形，とき
に三角形で先

端が狭く深く
二叉し不規則

な皺がある］
 …Taeniandr

ena

- 腹部は卵形
ではない；頭

盾はやや湾曲
する（箚） 

………………
………………
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18. 腹部背板は
密な市松模様

があり，点刻
はないか少な

い ……………
………………

… 19

- 腹部背板の
市松模様は弱

く，点刻が多
い ……………

………………
………………

… 21

19. 顔孔は長い
（箋）；大型

；［前伸腹節
花粉籠の発達

は弱く，脛節
刷毛はよく発

達する］
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………………

………………
………………

………………
…… Hoplandre

na

- 顔孔は狭く
短い（箒）；

小型から中型
 ……………

………………
………………

…… 20

20. 脛節刷毛は
よく整形され

る；腹部の点
刻は不明瞭（

箏） ………
………… Euandren

a

- 脛節刷毛は
整形されない

；腹部の点刻
は明瞭（筝）

 ……………
…………Ptilandren

a

21. 頭盾の下端
が反り返る；

小型；上唇突
起は非常に短

く，四辺形；
［顔孔は幅広

く複眼

縁から離れる
；翅はかなり

褐色を帯びる
；腹部特に第

1節背板は平
滑で強い光沢

が

ある］ ……
………………

………………
………………

………………
………Notandren

a

- 頭盾の下端
が反り返るこ

とはない；中
型から大型；

上唇突起は大
きい；［前伸

腹節三

角域の境界は
明瞭でその外

面とともに荒
く彫刻され，

脛節刷毛と前
伸腹節花粉籠

は

よく発達する
が後者の内部

には毛がある
］ …………

………………
………Melandren

a

♂の検索

1. 前翅の亜
縁室が 2個ある ……………

………………
………………

……… Parandren
a

- 前翅の亜縁
室が 3個ある ……………

………………
………………

………………
…… 2

2. 頭盾とし
ばしば複眼内

縁下部が黄色
または象牙色

 ……………
………………

……… 3

- 頭盾は黒色
 ……………

………………
………………

………………
………………

…… 9
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表紙写真
漓：シロスジフデアシハナバチ
滷：サキシマコハキリバチ
澆：エサキコンボウハナバチ
潺：エサキヤドリコハナバチ
潸：ヤマトムカシハナバチヤドリ
澁：ナガセハラアカヤドリハナバチ
澀：ミヤマツヤコハナバチ
潯：シロアシクサレダマバチ
潛：ニッポンヒゲナガハナバチ
濳：シュレンクマルハナバチ
潭：チビヒメハナバチ
澂：ミツクリヒゲナガハナバチ
潼：スミゾメハキリバチ
潘：オジロハキリバチ
澎：ホシトガリハナバチ
澑：スミスメンハナバチ
濂：ババムカシハナバチ
潦：リュウコツメンハナバチ
澳：シロオビキホリハナバチ
澣：シロオビツツハナバチ
澡：ウスルリモンハナバチ
澤：ムナカハキマダラハナバチ
澹：アネッタイコハナバチ
濆：オキナワヒゲナガハナバチ
澪：アオスジハナバチ
濟：アトジマコハナバチ
濕：シロスジフデアシハナバチ
濬：シロスジヤドリハナバチ
濔：アナアキアシブトハナバチ
濘：エゾケアシハナバチ
濱：スジボソフトハナバチ
濮：クロツヤハナバチ
濛：トモンハナバチ
瀉：シロスジフトハナバチ
瀋：ニホンミツバチ
濺：ハラアカヤドリハキリバチ
瀑：アマミヒメハナバチ
瀁：ミカドヒメハナバチ
瀏：キムネクマバチ

図説 日本のユスリカ
日本ユスリカ研究会 編

ISBN4-8299-1172-3

定価：本体 12,000円＋税

改訂版　図説 日本のゲンゴロウ
森正人・北山昭 著

ISBN4-8299-2159-3

定価：本体 8,000円＋税

【写真検索表】
科，属，種数の多い属では亜属への検索表を収録
微細な模様も比較できる鮮明な拡大写真を
多数掲載

【種解説】
最新の研究に基づく学名を採用。形態の詳細の他，発生期・
分布・ 訪花植物を記載。標本写真は可能な限り雌雄双方
を掲載。訪花を中心とした生態写真も多数収録

【形態写真】
グループごとに同定の
ポイントとなる部分を
精選して掲載。表面の
模様，毛の状態など，
標本写真だけではわか
らない細部を比較して
識別できる

2014年8月
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発 売

ご回覧ください

日本産 ハナバチ図鑑
An Illustrated Guide to Japanese Bees

多田内 修・村尾 竜起 編
A5判　上製　カラー 480ページ　定価：本体 12,000円＋税　ISBN 978-4-8299-8842-8



日本産ハナバチ全種を詳述，同定が可能に
　ミツバチの飼育によりはちみつを採取する養蜂は，古代エジプトですでに行われていたと言われる。近年は蜂群崩壊症

候群（CCD）が話題になり，日本在来のニホンミツバチに注目が集まったり，早春に開花するリンゴの受粉にマメコバチ

が活用されている。小学校の国語の教科書に登場したマルハナバチも人口に膾炙した。これらのハチは植物の花粉や蜜を

食物とすることに特化した「ハナバチ」と呼ばれるグループに属している。ハナバチ類は野生植物の花粉媒介に大きな役

割を果たしており，生態系の健全性を測る指標としても注目される。

　しかし，これまでは，図鑑などに掲載されるのはミツバチなどよく知られたごく一部の種に限られ，その豊かな全貌を

知る機会はほとんどなかった。生物多様性や生物間相互作用の重要性が知られるようになるなかで，大きな生態系機能を

担うハナバチの同定を支援する図鑑の刊行が待たれていた。本書は，そうした声に応えるものである。

・標本写真の他，同定のポイントとなる部位の拡大写真を各種について 6〜10 点程度掲載。5,000 点を超える写真を収録

・体表の刻み目や毛の状態など，解剖しなくても観察可能な外部形態に注目して識別する

・最新の技術を使った被写界深度の深い写真と高精細印刷で細部が見える

・庭先や公園の花壇で見られる身近な種類から，小笠原や琉球諸島の稀少種まで，日本産全種を網羅

〒 162-0812 東京都新宿区西五軒町 2-5
TEL.03-3235-7341　FAX.03-3269-1402　http://www.bun-ichi.co.jp株式会社 文一総合出版

割引販売のご案内
　執筆者による紹介の場合に限り，著者割引価格で注文できます。出版社の担当者に，メールまたはファクスで以

下の内容を連絡して下さい。書店での割引販売はありませんのでご注意下さい。

1　紹介者氏名
2　本のタイトル（『日本産ハナバチ図鑑』としてください）
3　必要部数
4　注文者氏名
5　送付先住所
6　電話番号
7　公費購入の場合必要書類と注意事項（日付ブランク，宛先など）：

申込先：文一総合出版　担当：菊地千尋
　メールの場合：charlie@bun-ichi.co.jp
　ファクスの場合：03-3269-1402（必ず菊地宛にお送りください）

■著者割引価格
　税込 10,368 円です（２割引）。
　送料は無料です。

■支払い方法
　代金は後払いです。本と一緒に請求書，郵便振替用紙が送られてきますので，振替用紙を利用し
て郵便局から振り込んでください。振替用紙使用の場合，振り込み手数料は無料です。銀行振込み
の手数料は購入者負担となります。




